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４年次ニュージーランド語学研修の振り返りです。
今号は、４年次主任の細井先生が書いてくれました。

2018年7月２６日～８月９日の１５日間，4年次生（高１）の希望者１３８名がニュージ
ーランドで語学研修を実施しました。今年度の事前・事後研修は，学校内だけでなく，旅行担
当業者である株式会社ＩＳＡ（アイエスエイ）さんにも行っていただきました。帰国後の秋に
は，事後プログラム（ＣＡＳＥＣテスト・振り返り集会）を実施しました。

◆日程 7/26：出発、7/27～29：グループでファームステイ、7/30～8/6：一人１家庭にホー
ムステイ＆現地校に通学（小学校・マッセ―大学訪問）、8/7：オークランド大学・スカイタ
ワー見学＆在オークランド日本国総領事館領事の講演会、8/8：台風による欠航のため延泊
8/9：帰国

帰国の際は，台風の影響による飛行機便の欠航のため，翌日まで延泊となりました。このよ
うな非常時に生徒たちはパニックになることもなく，むしろいつもよりもお互いを思いやるよ
うな言動が多く見られました。「みんなの気持ちが沈んでいるといけないから」とホテルに着い
てからの短い時間でスライドショーを作成し，夕食時に上映したこともその一つです。
本来の趣旨である語学研修，異文化体験も十分に実施できたことと思いますが，「自分に今で
きること，すべきことは何か」を考えて動く様子が見られ，頼もしく感じられた研修となりま
した。イベントを行って終わりにするのではなく，研修を通じて「変化」した自分を感じなが
ら成長していってほしいと思います。

◆生徒の感想◆
・英語がわからなくてもやさしくしてくれているという気持ちが伝わってきて，とてもよい社会勉強
になったと思う。英語力をもっと身につけて外国人の友達ができるようなコミュニティの中でも生
きていけるようになりたいと感じた。
・知らない場所で友達と助け合いながら過ごすことができた。行きたい場所とかやりたいこととか，
もっと自分の意見を相手に伝えられたらよかったと思う。
・「自分から」をキーワードに積極的に動けたことがよかった。
・「英語ができないから無理」ではなく，「適応力でなんとかする」と思えば楽しめた。自信を持てた。
・異文化を学んでそれをいかすことほど楽しいことはないと思った。


